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要　旨
江戸中期に生まれた石門心学は、社会教育に果たした役割が強調されがちで
あるが、個性的な学者を数多く輩出した思想としても記憶されるべきであろ
う。紀伊国湯浅出身の鎌田柳泓は、心学に属する思想家の中でも、一際目立つ
存在である。柳泓は養父より正統的な心学の手解きを受け、成人してからは医
者として活躍しながら、数多くの書を著した。その中には、自然科学の知識を
活用し、独自に進化論や心理学を論じたものまである。
思想家としての柳泓の仕事は極めて多岐に亘るが、その中心となるのはやは
り心学である。初学者に向けて著した『心学五則』には、柳泓の心学に関する
考え方が明確に開示されている。本論考は、『心学五則』を心学の歴史の中に
位置付けつつ精読し、彼の思想における基盤を明らかにする試みである。これ
によって、これまで殆ど言及されてこなかった、柳泓の禁欲主義の特異な性質
も明らかになるはずである。
キーワード：経済倫理、石門心学、社会思想
JEL分類番号：B₁₉; Z₁₂.
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1 ．江戸思想の先進性
江戸期の思想には、現在に至るまで二度、大きな政治的障害が立ち現れてい
る。一つは明治維新、もう一つは第二次世界大戦での敗戦である。特に、現代
により近い敗戦は、戦争に向かう、あるいは戦時下の精神性を育んだものとし
て、以前の思想を丸ごと否定する風潮を巻き起こした。このような動きが、極
端に粗雑で、乱暴であることはいうまでもない。しかし、思想に携わる研究者
たちにも、責任の一端は存したとすべきであろう。明治維新によって片隅に追
い遣られた江戸の思想は、国粋主義の高まりの中、続々と媚俗阿世の器具に供
されていく。特に、江戸期の日本儒学や武士道などは、本来とは似ても似つか
ぬ姿で復活させられた。井上哲次郎による儒学三部作や、『葉隠』にまつわる
問題などは、今も日本思想史研究に大きな爪痕を残している。思想とその歴史
を考えるにあたって、この経験は決して忘れられてはならないものである。
しかしながら、政治的な障害は、それが如何に大きなものであったとして
も、時間の経過と状況の変化によって、確実に緩和されていく。敗戦から₇₀年
近くを経て、グローバリズムによる様々な事象の世界標準化が進む中、少しず
つ日本における伝統的思想への眼差しは強さを増すこととなる。江戸期の思想
も、単なる過去の一思想として、冷静に再検討することができる状況が到来し
た。石田梅岩（₁₆₈₅～₁₇₄₄年／貞享 ₂ ～延享元年）の書が、日本独自の経済思想
や商業倫理を記したものとして「発見」されているのは、日本においても、政
治的な偏見なく、知的遺産を学ぶことが可能となった証左といえる1）。
1） 逆に、昨今における国家という枠組みへの関心の急激な高まりによって、江戸期の思想
へ過度の注目が向けられていないかに関しては、常に注意を払う必要がある。石門心学
に関していうならば、梅岩の思想が神国観念を核とした神道を最重視しているものであ
るかのような偏った解釈は、第二次大戦中に成立した研究書によくみられるものであ
り、こういった状況が再来することに対する警戒は決して怠るべきではない。これに関
しては、例えば、石川謙『石門心学史の研究』（岩波書店・₁₉₃₈年）に収録されている
石川松太郎の「解説」なども参照。
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梅岩の書を読んで現代の人々が驚くのは、単に思考の深みのみならず、時代
的先進性をそこに見出すからであろう。梅岩の『都鄙問答』（₁₇₃₉年／元文 ₄ 年
刊）には、市場原理の説明や、その下で生きる人々の守るべき経済倫理が説か
れているが、これはアダム・スミス（₁₇₂₃～₁₇₉₀年）が『道徳感情論』（₁₇₅₉年刊）
及び『諸国民の富』（₁₇₇₆年刊）で展開した議論と極めて近い。しかも、梅岩の
方が時代的に早いことは、当時の日本における学問の質が西洋諸国に劣るよう
なものではなかったことを裏付けるものとなろう。
独創性が高く、かつ時代を先取したものが数多く認められる江戸思想の中で
も、梅岩の門流、すなわち石門心学に属する人々は、特に注目に値する。戦後
殆ど顧みられることがなかった心学者の一人、鎌田柳泓（₁₇₅₄～₁₈₂₁年／宝暦
₄ ～文政 ₄ 年）は、江戸期日本の思想的先進性を、まさに体現した人物といっ
てよい。梅岩の着想はスミスに先んじたが、柳泓はチャールズ・ダーウィン
（₁₈₀₉～₁₈₈₂年）より早く、進化論に相当する内容を自著に明記したのである。
天下の生物有情非情ともにみな一種よりして散じて万種となるべし。人身の
如きも其初唯禽獣胎中より展転変化して生じ来るものなるべし。但、人は万
物の中にて最貴きものなれば其生ずる事、最後にあるべし2）。
実証的考察の乏しさもあって、ダーウィンより柳泓の方が早くに進化論を構
想したとするのには無理がある。しかし、アサガオや犬の交雑を観照し、そこ
から生物の進化という法則を掴み取ったことは、驚嘆すべきことであろう。そ
れのみならず、柳泓は日本における経験的心理学の先駆とされることすらあ
る3）。世界的に考えても、彼は当時において最先端に近い知見を持つ学者で
2） 鎌田柳泓『心学奥の桟（上之巻）』、柴田実校注『日本思想大系₄₂ 石門心学』（岩波書店・
₁₉₇₁年）所収、p.₄₁₂。引用に際して、旧漢字などを、現代的表記に改めた箇所がある
（以降の引用もこれに同じ）。
3） これに関しては、渡辺徹著『本邦最初の経験的心理学者としての鎌田鵬の研究』（中興
館・₁₉₄₀年）参照。
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あったといってよい。
本論考は、常に時代を先取りながら、人間と自然を鋭く分析し続けた柳泓
に、主に道徳哲学的側面から迫ろうとするものである。彼の思想体系は、梅岩
に比肩するといっても過言ではないほど壮大なものであり、また梅岩の門流の
中で最も個性的といってよい類のものであった。小論においてその全てを考究
することは不可能であり、ここでは彼の人間や道徳に関する考えが端的に語ら
れた『心学五則』（₁₈₁₃年／文化₁₀年刊）に対象を絞って、心学史の中で彼が
如何なる役割を果たし、また新たな哲学を創出したのかを考えてみたい。この
作業は、柳泓の思想体系における基盤を探るものとなるはずである。
2 ．柳泓の人生と『心学五則』の成立
『心学五則』の具体的内容に触れる前に、鎌田柳泓の人生を概観し、彼と心
学、及び実社会との関わりについて確認しておきたい4）。
柳泓は、紀州国湯浅（現在の和歌山県有田郡湯浅町）において、久保又右衛門
の三男として、宝暦 ₄ 年の正月に誕生した。諱は鵬、字は図南、通称は玄珠で
あり、柳泓は号である。曲肱庵なる別号も持つ。₁₀歳で、母方の伯父である
鎌田一窓（₁₇₂₁～₁₈₀₄年／享保 ₆ ～文化元年）の養子となり、京都に移り住ん
だ。一窓は京都で医を生業としていたが、梅岩の直弟子であった斎藤全門
（₁₇₀₀～₁₇₆₁年／元禄₁₃～宝暦₁₁年）から教えを受けた心学者でもある。講話集
『売卜先生糠俵』をはじめ、一窓が著した心学書は八種に及ぶ。また、一窓は
梅岩亡き後、堺町六角下るにあった彼の旧宅（学舎）を預かり、住居としてい
たこともあり、様々な意味で心学の本流に位置する人物と捉えてよかろう。柳
4） 鎌田柳泓の人生を記すのに際しては、前掲『日本思想大系₄₂ 石門心学』、石毛忠他編『日
本思想史辞典』（山川出版社・₂₀₀₉年）、子安宣邦監修『日本思想史辞典』（ぺりかん社・
₂₀₀₁年）などを参考とした。
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泓は幼年時より、一窓と、梅岩の高弟であった富岡以直（₁₇₁₇～₁₇₈₇年／享保
₂ ～天明 ₇ 年）から心学を、丹後宮津藩の京都留守居役を務め、漢詩人として
も知られた江村北海（₁₇₁₃～₁₇₈₈年／正徳 ₃ ～天明 ₈ 年）から詩文を教授される
など、充実した教育環境の下にあった。
柳泓は養父と同じく医業に就いたが、心学の面においても、発明に至ったの
が僅か₁₅歳のときといわれ、非凡な才能を持っていたことが窺われる。そし
て、後年披露される彼の思想の独自性は、生業であった医の世界の知識と、継
続して学び続けていた心学の交差によって、生まれたとみることが可能であろ
う。当時の自然科学には蘭学の影響が強かったが、それに対して心学は、儒学
や仏教、神道などが融合した中で生まれ、多分に合理的と処理できない要素を
含んでいる。この二つを、柳泓は自身の内なる世界観において、如何にして並
存させたのであろうか。杉本勲は、彼の思想の性質を次のように描写する。
柳泓は人心をもふくめて自然の事物の観察には間々きわめて的確な判断をく
だしながら、その理論的把握ないしは思想的根拠の段になると、理気・陰
陽・五行説を固執する。（中略）このような形而上学（理学）と形而下学（実
証的な学→科学）の矛盾した二元的な立場は、西川如見の「命理の天学」・
「形気の天学」のごとく、江戸時代中後期のすぐれた科学者の学説において
もしばしば指摘できる5）。
合理と非合理は、理屈の上では、もちろん相反するものとなろう。ただし、
江戸の先進的思想が、須らく矛盾する二側面の危ういバランスの上に成り立っ
ていたと推察してしまうのは、近代以降の知的地平から眺める者の偏見であ
る。我々が当時の思想を読み解く際に必要となるのは、伝統思想と西洋伝来の
5） 杉本勲「『理学秘訣』をめぐって」、『日本思想大系 月報₁₀』（岩波書店・₁₉₇₁年）所収、
p.₈。
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実証科学を、水と油の関係と捉える態度を放棄することである。少なくとも、
柳泓は心学から得られた性理学を、自然科学と矛盾するものとは捉えていな
かったであろう。そうでなければ、彼の先進的知性は、いずれかを打ち捨てて
いたに違いない。柳泓の思想を体系として理解するためには、一旦、思考の色
眼鏡を外すべきである。
柳泓の小著『心学五則』は、彼が還暦を目前に控えた₁₈₁₃年（文化₁₀年）に成
立している。この書は、₁₇₉₆年（寛政 ₈ 年）に著された漢文の書『学規五則』
を、内容に多少の変更を施した上で、平仮名書きに直したものであった。跋文
において、柳泓の弟子であり、執筆を要請した張本人である西谷信秋は、この
書の内容を次のように説明している。
右心学五則の書は、吾師柳泓先生学術の正路を女童にやすくさとし給はん
為、あらはし給ふけるかな文なれど、かりそめの浅きおしへにあらず、みづ
から味ひもてあそばんに、其意の深長なるは、譬ば源ふかく流れ遠き水のご
とく、くめども尽ぬ向上の玄旨もここに有つべし。誠に此文を尊信して朝よ
り夕にいたり、夕よりあしたにいたるまで、夢の中にも心を此巻のうちにお
さめをかば、崑崙山に投ずる石瓦の化して玉となるがごとく、昧妄なるの心
も化して虚霊の本体にかへるべし6）。
「学術の正路」、すなわち修養の指針をわかりやすく提示したのが、『心学五
則』の内容という訳である。門人に執筆を請われたこと、心学にとって肝要な
事項を平易に記したことという二点からは、梅岩の『斉家論』がすぐに想起さ
れるが、『心学五則』も『斉家論』同様、難解な記述を避けることによって、
図らずも、教説の核心が剥き出しになっている。なお、梅岩に『斉家論』の執
筆を依頼した人物は斎藤全門であり、既に述べた通り、彼は柳泓の養父にとっ
6） 鎌田柳泓『心学五則』、前掲『日本思想大系₄₂ 石門心学』所収、p.₃₅₉。
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て直接の師匠であったことを思い起こせば、柳泓が『心学五則』を著す際に
『斉家論』を意識したことは想像に難くない。
『心学五則』は、その書名通り、心学修行の際に重要となる項目を五つに分
けて説明したものであった。その五則は、順に「持敬・積仁・知命・到知・長
養」であり、これは漢文書『学規五則』で示されていたもののうち、最後の二
つ「達本・護心」が「到知・長養」に変更されたものである。このような改変
から考えて、『心学五則』は、ただ漢文から平仮名書きに変更された書という
より、改訂新版と捉えた方がよいと思われる。
3 ．五則「敬身・積仁・知命」
ここより、『心学五則』の内容を概観することとする。その際、心学の歴史
の中において、個々の教説が如何なる意味を保持しているのかに関しても、注
目してみたい。
心学修養の五則のうち、第一に据えられているのは持敬である。持敬は文字
通り敬を持つことであるが、それを柳泓は、常に落ち着き、一事に集中するこ
とと説明する。敬は尊敬の敬でありつつ、「慎む」の意味も持つ。そして、こ
の慎むの反対は怠るであり、ここにおいて持敬は抑制を欠き、欲望に堕した状
態の真逆であると知ることができよう。
色に耽り、酒に溺、妄に怒、気随を募り、君を慢り父母にそむき兄弟に不和
に、目下の者に愛敬なく夫婦の間つつしみなく、家業に無精なる者は皆怠の
人なり。色を畏れ、酒をいましめ、気随をつつしみ、怒を制し、君を敬ひ、
父母を愛し兄弟を親み、夫婦の間妄りならず目下の者に愛敬あり、家業に出
精するものは敬の人なり7）。
7） 同書、p.₃₆₀。
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上の箇所で述べられているのは、何より人倫の尊重であり、それにも利する
禁欲的生活の勧めである。この二つは開祖以来の石門の伝統であり、社会秩序
を維持しようとする儒学と、煩悩からの解放を旨とする仏教の融合が窺える。
それと同時に、例えば布施松翁（₁₇₂₅～₁₇₈₄年／享保₁₀～天明 ₄ 年）が強調した
ような、知足安分がこの持敬に込められることも、注意しておきたい。
柳泓の持敬は、単に道徳規範を説くだけのものではない。先に述べた通り、
持敬は、複数の事項に心を散らさず、目前にある単一事柄に全神経を向けるべ
しとするものであるが、これには時間的な意味も含まれていることに注意した
い。
いまだ来らざる事をおもひ計らず、およそ過去りしこと、いまだ来らざる事
はすべてこれを天命に任せて前後の念を裁断し、只即今目前の境界を守もて
他に思ひを散さず。是を「一を主として適ことなし」といひて、古今の聖賢
皆此修行を以て道にいたり給へり。かくのごとくして怠らずんば心も安く、
智も明らかに、身に修り家も昌へ、仮令国天下を治るとも難きこと有べから
ず8）。
過去への悔恨と未来への心配は、修養の際にも、広く生活一般にも一切必要
のないことと、柳泓は力説する。集中すべきは、今という瞬間である。学問に
取り組むならば、目前の教材、講席から語られる道話、そういったものに全て
の神経を向けなくてはならない。生活であれば、与えられた、今こなすべき仕
事に打ち込むのが正しい。言葉にすると実に単純なことではあるが、これを自
身の姿勢として生涯保持し続けることは、決して容易なことではないはずであ
る。
そして、この話は、単なる心掛けを超えて、心学の最も深い部分に響く。辛
8） 同書、p.₃₆₁。
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苦に満ちた現実世界の先に、快楽に満ちた別世界を望むことは、決して許され
ない。人生は、この生々しい現世で始まり、現世で終わる。あの世での愉悦を
待望して、針の筵に座らされたような毎日を凌ごうとする宗教的な精神性は、
心学では否定されるのである9）。今に集中せよ、という言葉は、語感からは想
像し得ないほどに重いものとなろう。
持敬に続く第二則は、積仁であり、これは慈善の心を持ち、人に利益を与え
る態度であるという。仁は通常、思いやりを意味する語であるから、柳泓が持
敬という語に込めた意味も、特段変わったものとはいえない。なお、積仁を徹
底するために、彼は八つの態度を守るべきと説く。以下に、それを整理してみ
たい10）。
①怒りの心情を抑えること。悪人の悪行であっても、怒ることなく愛するべき
である。もちろん、場合によっては戒めること、遠ざけることも問題ない
が、心の中では怒り、憎しみなどの感情が生起しないよう心掛けなくてはな
らない。
②誹謗の言葉を口にしないこと。これも怒りの心情と同じであり、仁を損なう
ものである。
③驕り昂るのを控えること。これは他者を軽んじ賤しむことであり、仁ではな
い。
④みだりに消費することは止めること。家が貧しくなるのみならず、必要時に
他人を救済することも困難になるからである。
⑤人と会うときは、柔和な表情でいることを努めること。険しい表情は、人の
心を傷付けるが、心の傷は身体の傷より重いことを知るべきである。柔和な
9） 例えば、中沢道二が自身の道話の中で繰り返し語ったように、石門心学にとっての死後
の世界とは、まさに「無」であり、命が尽きた後に、この世とは違う素晴らしい世界を
待望するような心性とは無縁のものであった。
10） 前掲『心学五則』、pp.₃₆₂～₃₆₄。
59
鎌田柳泓の思想における心学的基盤－『心学五則』を再読する－（森田）
表情でいれば、他人は安心することができる。
⑥言葉を謹み、失礼な表現を避けること。挨拶をするに際しても、相手が満足
するようにするべきである。
⑦余剰な財があれば、貧者に施しをすること。倹約に努め、それによって生じ
た金銭を、恵まれない人々に与えることも推奨する。ただし、家族や家業に
関わる人々が最も大切であり、他人のことを考えるのはその後であることは
認識しておくべきである。他人に益があろうとも、家に迷惑を掛けること
は、決して行ってはならない。
⑧生きている物の命を大切にすること。無益な殺生は行ってはならない。ただ
し、動物を大切にする余り、家のことをおざなりにし、家内不和を招くのは
慎むこと。小仁を為して、大仁を失うことがないようにすべきである。
上にみた八つの態度を貫ければ、自らの身にも良い状態が訪れるに違いない
と、柳泓は力説する。逆に、不仁は害悪や不幸を招く要因であることを知らな
くてはならない。柳泓は、他者や社会全体への思いやり、つまり公共の利益を
常に意識すべしと説くが、これは自己の身を削って社会奉仕をせよ、というこ
とを意味しない。仁は、巡り巡って、必ず自分に返ってくるという前提の下
で、公共の利益に適う行動を為すべし、といっているのである。また、上の⑦
や⑧で明らかなように、自分の家族や家業に携わる人々と、その他の人々は、
区別する必要があることも主張している。この考えの基盤に、『大学』におけ
る「修身斉家治国平天下」があることはいうまでもない。
積仁の八項目をみると、その殆どが梅岩の時代からいわれている内容ではあ
るものの、そこに幾つか要素を加えていることがわかる。例えば、手島堵庵
（₁₇₁₈～₁₇₈₆年／享保 ₃ ～天明 ₆ 年）による『石田先生事蹟』（₁₇₆₉年／明和 ₆
年完成）には、次のような梅岩の逸話が記されている。
60
大阪学院大学経済論集　第27巻 第 1・2 号
先生曰、吾無益の殺生をかなしみ、廿年このかた、ゆ浴み洗足あるひは物の
ゆで湯なども、あつきは水を合せて流し、地中の虫の死せざるやうになせ
り。此事十に七つは行ひ得たり。しかれども是鎖細の事なり。何とぞ貪る心
を止めんと志せし故に、吾自炊し、欲心の出来ぬやうにと常にこころを尽せ
り。かくのごとくすれば、わが如き柔弱者も無欲になれば、少しは人の心を
助くる便ともならんかとおもへり11）。
この話は、先の⑧を読み比べると極めて興味深いものとなろう。梅岩は、湯
浴みなどをした際も、その残り湯をそのまま流しては地中の虫を殺すことにな
るのではないかと心配し、水を混ぜて温度を下げてから捨てていたという。こ
れは、無益な殺生を嫌うことからではあるが、大きくみれば、自身の欲心を抑
えるための修行の一つでもあった。まさに、自身に対しどこまでも厳しかった
梅岩らしい行動と考え方であるが、柳泓はこのような慈愛の精神に対し、一つ
制限を付けているのである。他者や動物に益があっても、自分の家に迷惑が掛
かることであれば、それは大仁を損なう小仁であって、正当なものとはできな
い。すなわち、彼の道徳論においては、自己犠牲によって家に損害が及ぶよう
な行為は、全て否定されるのである。
制限のない善行は、柳泓にとって自己満足でしかない。社会秩序の安寧は、
修身と斉家に基づく。このように考えると、彼の眼差しの先には常に社会の維
持と存続があり、それを実現するためにも、積仁とは、日常生活を守ることの
できる範囲での慈善行為を意味することが明らかになる。この絶妙な感覚こそ
が、日々仕事に精を出しつつ、人生の質を上げることを目標とする心学ならで
はのものといえる。
三つ目の知命は、自身の天命を知ることを意味する。人生における禍福吉凶
11） 手島堵庵著『石田先生事蹟』、柴田実編『石田梅岩全集（下）』（清文堂出版・₁₉₇₂年／
原版：₁₉₅₆年）所収、p.₆₃₂。
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は、四季や昼夜、潮の干満や天気のように、必ず移ろうものであると、柳泓は
いう。このような天理の下、人が行うべきことこそ、先に触れた持敬と積仁な
のである。もちろん、持敬積仁を徹底した生活を送ったとしても、災いが身に
降り掛かることはあろう。しかし、それらを怠った場合、災禍は更に酷いもの
に、幸福はより小さいものとなる。よって、持敬積仁に励んだ上で、それでも
襲い来る不幸に関しては、天命と知って受け入れる他ない。
然るに右の功を積たる上にて来たる処の禍福吉凶は、是我本より定りたる命
数也と知りて安んじて是を受て少も疑ふ事なかれ。されば子孫の愚なるも下
女下男の姦きも妻女の良ざるも、皆其人々の悪にはあらで是我命数なりと知
りて少しも人を咎め天を怨る事なかれ。かくのごとく心を立ざれば禍福得失
の際に臨で未練の心を生じて狼狽苦む事あり12）。
上に引いた箇所の、最後の一文は余りに重要である。持敬積仁に励んだのな
らば、自身にとって良いことも、悪いことも、運命として静かに受容しなくて
はならないのであるが、もしそうしなければ、「狼狽苦む」と柳泓は述べてい
るのである。これはつまり、端的にいえば、知命の理由とは、心を平穏にする
ためということになろう。この件に関しては、また後ほど触れることとする。
4 ．五則「到知・長養」
五則のうちの残り二つは「到知・長養」であり、これらは先述の通り、『学
規五則』においては「達本・護心」として語られていたものであった。あえて
用語の変更を為したことから考えても、この二つの項目が柳泓の中で相当に重
要度の高いものであったことが窺われる。また、後ほど明らかにするが、この
12） 前掲『心学五則』、p.₃₆₆。
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二つには内容的にも強い関連が存する。
重要度を示すように、第四則である到知のために費やされた文字数は、これ
までの三つのいずれよりも遥かに多い。まず柳泓は、到知とは字義通り知るこ
とを極めることであり、それはすなわち天の理を知ることであると述べて、論
を始める。
天下の理を明めんと欲せば、まづ人心の体を究知にあり。人心の体を究知れ
ば此心即天理なり。天理は万物の本なるが故に、既に天理に明かなれば、天
下の事におひて総て疑ふ処なかるべし。是聖人の学、到知を以てはじめとす
る所以なり13）。
天の理と、心の理が同一とするのは、梅岩以来の伝統であり、この認識が心
学の基盤を形成しているといってよい。心の理に至ることによって、天の理も
知覚し、それによって世界を一挙に解するというのが、儒学から受け継がれた
心学の考え方である。それでは、到知を為そうとするものは、具体的に何を心
掛ければよいのであろうか。これに関する柳泓の説明は、次の通りである。
到知の功を成んと思わば、先持敬の中に於て、且観心の功を施すべし。観心
とは心を観じ見る事なり。其法朝より暮にいたり、暮より朝に至るまで、立
につけ居るにつけ、此心中に浮む所の善悪の念一毛も捨ず、一毛も取らず、
只是を観じ見て少しも漏さざること堤を築きて水を貯へ一滴をも漏さざるが
如くすべし。かくのごとくして日を積月を重ぬれば、心中常に虚明無著にし
て一点の累なく、千念万念おのづから目前に歴々たり14）。
13） 同書、p.₃₆₆。
14） 同書、pp.₃₆₆～₃₆₇。
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到知を行うためには、第一に、持敬の中で観心を為すことである。柳泓は、
到知について、このように説き始める。観心は、そのまま心を観ることである
が、持敬とは、常に落ち着き、一事に集中することであったと思い起こせば、
柳泓が指示しているのは、常時自身の心を冷静に観察することであると理解で
きよう。この持敬における観心を日々継続するならば、「心中常に虚明無著に
して一点の累」なき状態が訪れるという。続けて、彼はこのようにも述べてい
る。
この時に当て心中実に善もなく悪もなくして、亦能善を用ひ悪を用ゆ。此善
もなく悪もなき所即是純善なるが故に、易に「之を継ものは善」といひ、大
学に至善といひ、孟子に性善といへり。老子に玄といひ、妙といひ、荘子に
「虚室白を生ず」といひ、「吉祥止にとどまる」といひ、仏家に真如実相・涅
槃仏性などいふ、是なり。既に心体を知れば是即天理也15）。
ここまで読み進めれば明らかなように、持敬において観心を継続し、至る地
点とは、梅岩のいう性、堵庵のいう本心を知った状態である。簡潔に述べるな
らば、これは梅岩のいう発明に相当しよう。知性のためには尽心が必要とは、
梅岩以来の教えであるが、柳泓は性に至るまでの修養として、間断のない内省
をこそ要求しているのである。発明の後の状態を、儒学のみならず、仏教や老
荘思想の用語も用いて説明しているところは、柳泓においても思想的雑種性が
極めて高い状態で保持されていることの証といえる。
天地の万物を生るに、木に善材悪木あり、禽獣に善禽悪獣あり。然れども皆
天理の妙用より生じて各其生を遂たり。人の念にも善念悪念あり。然れども
みな心体の妙用より生じて亦各其生を遂たり。只心体虚明無著なるがゆへ
15） 同書、p.₃₆₇。
64
大阪学院大学経済論集　第27巻 第 1・2 号
に、善悪の念互に用ひて皆其用を成。譬ば鼠を捕るには猫を用ひ、鶴を取に
は鷹を放つがごとし。忿怒の念・吝嗇の念・殺伐の念・嗜欲の念も各其宜を
得れば皆己を益し、人を利す16）。
別の箇所では、柳泓は「至極にいたりては所謂体用源を一にし顕微へだてな
し17）」と述べ、事物の本体と作用が本源においては同一との見解を示してい
る。先に、持敬における観心とは「心中に浮む所の善悪の念一毛も捨ず、一毛
も取らず、只是を観じ見」ることであると語っていたが、上に引いた言葉は、
その説明に該当するものといえる。良い木も悪い木もあるが、それは共に天の
理から生じている。人の感情もそうである。全て、心の理から生じたものに違
いはない。そうであれば、理を知覚する際、感情を分けて観ることに意義はな
かろう。
ここから、柳泓は更に深い説明に入る。本論考のはじめに、彼の先進的な学
問には、伝統的思想より生まれた非合理的要素と、近代的な西洋の学問の要素
が共に存在していることに触れたが、ここからの議論はまさに前者に関わるも
のである。概観してみたい。
人の一身は五行の気の凝て形を成せしもの也。猶海中に浮漚を生ずるが如
し。身は土なり。湿は水なり、暖気は火なり、骨格は金なり、毛髪は木な
り。右のごとく既に形を生ずれば自然の理によりて其形の中に六根を生じて
六境に応接す。六根とは所謂眼・耳・鼻・舌・身・意也。六境とは所謂色・
声・香・味・触・法也。眼は色を弁じ、耳は声を弁じ、鼻は香を弁じ、身は
触るるを弁ず18）。
16） 同書、p.₃₆₈。
17） 同書、同頁。
18） 同書、同頁。
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五行説は、いうまでもなく古代中国の自然哲学であり、柳泓の生きた時代か
ら考えると、実に二千年ほども前に完成したものである。医業を営み、蘭学の
知識も得ていたであろう彼から、人とは五行の気が形を成したものであるとい
う発言が出ることは、やや意外と思われるかも知れない。
しかしながら、上記の箇所を読んでも明らかな通り、この五行説は、正面か
ら近代的な自然科学と敵対するような性質のものではない。例えば、現代にお
いても、客観的な自然科学的知識を保持しつつ、霊魂の存在を信じる人々は多
くいる。これは、考え方によっては矛盾を招くものではあるが、両立させるこ
とが不可能なものでもなかろう。なお、人の身が土から作られたとする五行説
の考え方は、中沢道二（₁₇₂₅～₁₈₀₃年／享保₁₀～享和 ₃ 年）が多用したことでも
有名である19）。
続く六境と六根は、仏教における考え方である。境は認識作用の対象を意味
し、根は認識する感覚器官と、それの働きを合わせて指す語であるが、柳泓は
専ら感覚器官の意味で使っているようである。なお、先の引用の後には、同じ
く仏教の用語である六識という語もみられ、彼はこちらを感覚器官の働き、す
なわち認識作用を意味する語として使用している。このように、様々な思想か
ら借りた用語を縦横無尽に操りつつ、柳泓がいいたいことは何か。続けて、み
てみよう。
六根が六境に対して用をなすを六識とす。然るにもしこの六根なき時は六境
もなし。されば此身無ければ此識もなし。此身識ともになき時、唯一片虚明
の体なり。然るにこの虚明の体即識の根元にて本智と名く。此虚明の体六根
19） 道二はあらゆる存在の質料を五行説における土と度々主張することで、身分制度に内部
から揺さ振りを掛けたとも解することができる。拙著『石門心学と近代 思想史学からの
近接』（八千代出版・₂₀₁₂年）、第四章参照。
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に応じて此用をなすなり。さて又六根ばかりにて六境なければ此識因て生ず
る所なし。六境あれど六根なければ、この識また寄る所なし。只根境和合し
て此六識を生ず。故にこれを六和合と名く20）。
これを初学者が読んだとして、早々に理解に至ることは困難であろう。『心
学五則』は意識的にわかり易く書いたものとはいえ、厳密な理詰めを好む柳泓
らしい議論の展開である。ただし、話は複雑ではあるが、これが語られている
項目が第四則の到知であることを思い起こせば、真意を汲み取るのはそれほど
難しくない。これはすなわち、梅岩の性や、堵庵の本心に関する教説の変奏な
のである。
もし身体がなければ、当然、認識作用もない。これらが共にない状態を仮定
したとき、それでも存在するものは何かというと、柳泓は「虚明の体」である
という。この「虚明の体」は、認識作用の本源であると考えられることから、
彼はそれを本智と呼んでいる。この本智は、それのみでは何らかの働きを為す
ことができない。「虚明の体」であるということは、これはいわば無に近いも
のである。しかし、認識作用の本源であることから考えるならば、本智に最も
近いのは、性か本心、あるいは理ということになる。
柳泓の説をより深く理解するためには、堵庵が本心について語った言葉を検
討するのが適切であろう。次に引くのは、『知心弁疑』（₁₇₇₃年／安永 ₂ 年刊）か
らの記述である。
人の本心は虚にして霊明なる故、これを明徳といふ也。人の心徳は形どるに
形どるべきなく、声臭にあらはれず、指べき所なし、故に虚といふなり。此
20） 前掲『心学五則』、p.₃₆₉。
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虚といふは何もなしといふ事にあらず。有とも無とも何ともかとも思はぬ時
を虚といふなり。此虚なるつかまへ所もなきやうなる心徳が、少しも何とも
思はぬ以前に向ふ所、一切の事がよくわかりさばける故、霊明なるを以て其
徳用を霊といふなり。惣じて思ふといふは本心よりは一段をくれて出るもの
なれども、これも直に霊明の徳用なり21）。
これをみれば、柳泓のいう「虚明の体」は、堵庵のいう本心と同じであり、
ゆえに本智とは本心のいい換えと捉えてよいことが判明する。柳泓は本智の働
きを詳細に説明する余り、一見すると心学の定説とは異なる独自の議論を為し
ているようにみられるが、実は殆どがそうではない。彼の仕事の多くは、心学
の教説が何故正しいのかを、様々な知見を援用して証明するものと考えるべき
である。
『心学五則』の最後には、長養なる項目が据えられている。この長養の原義
は、幼児を養育して成長させる、というものである。しかし、柳泓はここで、
教育に関する議論を試みようとしている訳ではない。心学における性、本心
は、いうなれば「人の生まれながらの心」であった。発明によって本心を知っ
た後、人はどうすべきか。柳泓が長養の項目で語るのは、まさにこれに関して
なのである。
本心を知るに至っても、満足し、自身を磨くことを怠れば、その状態を失う
こととなる。心を研鑽する方法として柳泓が挙げるのは、存養と省察の二つで
ある。まず、存養からみてみたい。
敬に居て虚明の体を守るを存養といふ。存養とは孟子に所謂「其心を存し其
性をやしなふ」の義にして、其心を存すとは常に心にわすれぬ義なり。其性
21） 手島堵庵著『知心弁疑』、柴田実編『増補 手島堵庵全集』（清文堂出版・₁₉₇₃年）所収、
p.₄₂。
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をやしなふとは此本然の性をやしなふの義なり。本然の性とは即虚明の心体
なり。中庸に未発の中といふも即虚明の心体にて、其睹ざる所を戒慎み其聞
ざる所を恐懼といふも、この虚明の心体を持つゆへんにして即存養也22）。
これによると、存養は「虚明の体」を正しく守ることを意味する。一度、本
心を知るに至っても、その状態を意識的に守り、高めることを怠ってはならな
い、ということであろう。では、もう一方の省察とは何か。実は、こちらこそ
が、本心を守り、高める具体的方法を説くものとなっている。
いま一つは省察なり。かへり見るといふ義にて、事にあたりて一念うごく
時、己に私ありや無やと、顧て私を去て公に就の義なり。夫私とはおよそ心
に望求むるところあるをいふなり。所謂取捨愛憎なり。公とは私の求めをな
さず、一念不生天理のままなるところなり。右一念の上をつつしみて私を去
て公に就く処、即中庸に已発の中を守る事をいひて其独を慎といふ、是な
り。独とは人の知らぬ我心上の一念を慎むを独を慎むといふなり。是即省察
なり23）。
私を捨て去り、公共の利益を志向することを是とするのは、梅岩以来変わり
がない。ただし、柳泓はここで公私という対概念を使用し、明快に説明してい
る。省察とは、私的欲望を抑え、公すなわち天の理のままにあることである。
よりわかり易く述べている箇所もみておこう。
私とは願望ところなり。譬へば貧賤に居て貧賤をいとふは私なり。患難に居
て患難をきらふも私なり。若貧賤に素して貧賤を行ひ、患難に素して患難を
22） 前掲『心学五則』、p.₃₇₂。
23） 同書、pp.₃₇₂～₃₇₃。
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行ふは無私去也24）。
心学は時代を下るにつれ、自身の内にあった禁欲主義が体制礼賛の心性へと
変容し、それが勢力の衰退を招く思想的一因となった。柳泓が上の箇所で語っ
ているのは、禁欲主義と絶対的な諦念の中間であり、師の一人であった布施松
翁の考え方に極めて近い。
柳泓は次のようにいう。貧しい状況で、その貧しさを憎むのは、私である。
悩み苦しむ状況にいて、それを嫌がるのも、また私である。それに対して、貧
しさを受け入れ、貧しい生活を送るのは、無私である。悩み苦しむ状況を受け
入れ、悩み苦しむことを続けるのも、また無私である。このような考え方は、
個人の心情を穏やかにするものではあろうが、一方で、自己を取り巻く環境へ
の批判を抑制することにもなる。しかし、少なくとも柳泓は、このような現状
追認の姿勢こそを省察と規定したのである。是非はともあれ、省察を続ける者
は、平穏な心と超然とした生き様に近付けるという意見には、首肯せざるを得
ないところがある。
5 ．『心学五則』の性質
以上が、『心学五則』の概要である。
今ここで簡潔にまとめるならば、持敬は禁欲と節制、積仁は人倫への配慮、
知命は天命の受容、到知は発明前の修養、長養は発明後の修養に、それぞれ関
わるものであった。本書に刻まれた思想は、広い意味での禁欲主義に収納可能
なものであり、梅岩以来の生活哲学をより強固にし、明文化したものといえ
る。禁欲的ながら、経済活動に対して一切障害とならない点も、心学らしいと
ころであろう。ただし、社会に対して徹底的に受動的な点は、梅岩と大いに異
24） 同書、p.₃₇₃。
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なるものとして記憶されるべきである。柳泓のこのような姿勢は、朱子学のそ
れとも強く共鳴するものであり、如何なるときであっても精神の平穏を保ち、
自己の主体性を維持確保することを第一義とするものであったとできる。　
『心学五則』の終わりで、柳泓はこのように述べている。
さて右事上に当て磨錬する時、若猶得失利害の間において繫累を免れずん
ば、知命を以てこれを断じ、人に交りて憎嫉のおもひを生ぜば積仁の功をも
つて之を剪べし。斯のごとくならば学者の事成るといふべし25）。
術語の多用によって解し難くなっているが、上記の文章を短く整理すると、
自身が不満を抱くような環境を前にしても、全てを許し、受け入れるのが正し
い、ということになる。状況を甘受せよ、という意味であるが、先に触れたよ
うに、これは強力な自己防衛にもなる考え方である。柳泓の求めるところは、
常に平穏な精神状態を保つことと、それに基づいて自主性を発揮することの二
点に行き着く。
政治的には比較的安定していたとはいえ、それでも不確定要素や自身の力の
及ばぬ問題が山積であった近世である。明日、自らの身に何が起きるかは予測
ができない。この状況において、権力を持たない庶民が人間的に生きようとす
るとき、柳泓の心学は、寄る辺として抜群に優秀であったといわなくてはなら
ない。
この観点を携えて再読すると、第二の積仁に関する項目などは、実によく練
られていることがわかる。①から③、そして⑤と⑥は、大きくまとめると否定
的な感情を持つことを戒めるものであるが、否定的感情は、往々にして争いご
とや揉めごとの原因となる。平穏と安寧を確保したい心学からすれば、これは
何としても避けたいところである。そして、残りの④と⑦、及び⑧に共通する
25） 同書、p.₃₇₄。
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のは、家と家族を最も優先しなくてはならない、とする点である。自身の力が
確実に及ぶのは、家と家族の状態であり、これを向上させることは、自身の将
来を安定させる上で間違いなく効果的である。
続く知命などは、ある意味で受動的禁欲主義の極みというべきもので、悪い
状況や要素を思考の対象から消し去り、天から与えられた運命として、そのま
ま受容する考え方である。しかし、思考停止と諦めによってではあるが、これ
によって、最終的には精神的安寧が得られることは推察できよう。中途半端な
可能性を残すより、選択肢自体を滅してしまった方が、気持ちが楽になること
と似た解決策である。そしてこれは、意外にも、自身の理性の機能を可能な限
り高めておくための策とも捉えられる。無意識的にではあれ、取捨選択の中
で、柳泓が禁欲主義を選んだのであれば、それは理性への限りない信頼に基づ
くものともいえよう。
柳泓思想のこのような性質は、心学修養に関わる到知と長養の箇所にも刻ま
れている。五行説を用い、六境や六根、六識など仏教用語を駆使して性や本心
に相当する要素を語る際には、過剰ともいうべき理詰めの論が展開されてい
た。障害のない場合には、自己の理性の働きを最大限に解放しようとする、彼
の思いの表れかも知れない。この意味においては、柳泓は理性万能主義者であ
る。堵庵が心の体と用を、場合によっては殆ど区別せずに使用していたことな
ど、柳泓にとっては我慢がならなかったはずである26）。通常は心学で用いられ
ることのない、本智なる用語まで持ち出し、厳密な論を展開している辺り、そ
のことの証といえよう。
また、事象一つ一つを徹底的に突き詰めて考えたい柳泓の性質は、発明に関
する考え方にも滲み出ている。彼は発明、つまり仏教でいうところの開悟を、
26） 堵庵の使う本心という用語は、一般的にいわれるように、梅岩の性を単純にいい換えた
ものではない。堵庵は体用一体として、本心という用語を使用した。前掲『石門心学と
近代 思想史学からの近接』、第三章第三節参照。
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三つの段階に分類しようとしている。これは、堵庵の時代以降、発明がほぼ制
度化され、安易に三舎印鑑が発行されるようになったことへの反発もあっての
ものであろう。
右の段々を言に就て呑込を解悟と号く。至て浅き見識なり。また心を潜め念
を澄して忽然として虚明の体を見付たるを証悟と名く。稍深き見所なり27）。
ここで右の段といわれているのは、到知に関する一問一答を指し、回答を聴
くことによって疑問点が氷解する程度の段階は、発明を遂げているような状態
ではなく、名付けるならば解悟というほどのものである。心学で繰り返し語ら
れる状態、すなわち、静けさの中から忽然と性を知覚するようなものも、真の
発明ではなく、まだ証悟というべき段階であると、柳泓は述べる。おそらく、
彼にとっては、三舎印鑑を得た心学講師の大半も、よく見積もって、この証悟
の段階に止まる者となるであろう。
それでは、柳泓にとって、真の発明は如何なるものと表現されるのであろう
か。
さて又既に証悟して心も清明になり、万の煩悩に遠ざかり未だ悟らざる以前
とは抜群の功能ありといへども、猶是非得失に渉て心穏ならず、虚明の体も
屡うしなひ易く力を用ゆる事多年なれどもいまだ自在を得ず。是に於て更に
工夫を加へ精根を励まし、左に思ひ右に想ひ竪に究め横に求め、日夜に力を
用ゆれども更に進まず。譬ば銀山鉄壁にむかふごとし。一歩も進む事あたは
ず、弓折箭尽、如何ともする事あたはざる所に至て、忽然として諸見尽万念
泯し、本来無事の心体に反るとき、銀山鉄壁たちまちに破れ、善悪是非の
見、跡を掃ひ、無事清閑の処にいたる。これを徹悟といふ。是到知の極功な
27） 前掲『心学五則』、p.₃₇₃。
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り28）。
彼の用語を使うならば、本心を知ったと考えている殆どの者たちは、長養ど
ころか、到知自体が不足している、ということになる。真の発明である徹悟に
至るためには、更に学問に修行に打ち込まなくてはならないが、こういった主
張は、先述の通り、当時の心学を巡る状況に対する不満からもたらされたもの
と考えるべきであろう。それは、ある意味、心学が座禅などの感覚的修行を重
視し過ぎ、理性による物事の追究を疎かにしたことから生じたものともいえる。
柳泓は江戸期の思想家としては、最も先進的といえる学問的成果を上げた人
物であるが、その背景には、『心学五則』からみて取れるような、絶えざる克
己的生活があり、そこで涵養された、強靭な探究心が存したのである。そし
て、一種の諦めともとれる彼の禁欲主義は、実は自己の理性への限りない信頼
に基づくものであることも判明した。柳泓が心学の歴史において異彩を放って
いるのは、同門の多くに共有されていた受動的な禁欲主義を、観照的生活を支
える心性に転換させるという、他に類をみない思想的荒業を成功させたためで
あると思われる。
28） 同書、pp.₃₇₃～₃₇₄。
74
大阪学院大学経済論集　第27巻 第 1・2 号
【参考文献】
・ Robert N. Bellah, Tokugawa Religion - The Cultural Roots of Modern Japan, The Free Press, 
₁₉₈₅. R.N.ベラー著、池田昭訳『徳川時代の宗教』（岩波書店・₁₉₉₆年／原版：₁₉₅₇年）。
・ 尾藤正英著『江戸時代とはなにか 日本史上の近世と近代』（岩波書店・₂₀₀₆年／原版：
₁₉₉₂年）。
・ 古田紹欽・今井淳編『石田梅岩の思想 「心」と「倹約」の哲学』（ぺりかん社・₁₉₇₉年）。
・ 今井淳・山本眞功編『石門心学の思想』（ぺりかん社・₂₀₀₆年）。
・ 石田梅岩著、足立栗園校訂『都鄙問答』（岩波書店・₁₉₃₅年）。
・ 石毛忠他編『日本思想史辞典』（山川出版社・₂₀₀₉年）。
・ 石川謙校訂『道二翁道話』（岩波書店・₁₉₃₅年）。
・ 石川謙校訂『鳩翁道話』（岩波書店・₁₉₃₅年）。
・ 石川謙校訂『松翁道話』（岩波書店・₁₉₃₆年）。
・ 石川謙著『石門心学史の研究』（岩波書店・₁₉₃₈年）。
・ 石川謙著『心学 江戸の庶民哲学』（日本経済新聞社・₁₉₆₄年）。
・ 石川謙著『石田梅岩と『都鄙問答』』（岩波書店・₁₉₆₈年）。
・ 石川謙著『増補 心学教化の本質並発達』（青史社・₁₉₈₂年）。
・ 片岡龍・金泰昌編『公共する人間 ₂  石田梅岩』（東京大学出版会・₂₀₁₁年）。
・ 丸山眞男著『日本政治思想史研究』（東京大学出版会・₁₉₅₂年）。
・ 丸山眞男著『日本の思想』（岩波書店・₁₉₆₁年）。
・ 丸山眞男著『丸山眞男集（全₁₅巻）』（岩波書店・₁₉₉₇年）。
・ 源了圓著『徳川合理思想の系譜』（中央公論社・₁₉₇₂年）。
・ 源了圓著『徳川思想小史』（中央公論社・₁₉₇₃年）。
・ 森田健司著『石門心学と近代 思想史学からの近接』（八千代出版・₂₀₁₂年）。
・ 相良亨著『相良亨著作集 ₁  日本の儒教Ⅰ』（ぺりかん社・₁₉₉₂年）。
・ 相良亨著『相良亨著作集 ₂  日本の儒教Ⅱ』（ぺりかん社・₁₉₉₆年）。
・ 三枝博音著『日本の思想文化』（中央公論社・₁₉₇₈年／原版：₁₉₄₂年）。
・ Janine Anderson Sawada, Confucian Values and Popular Zen: Sekimon Shingaku in Eighteenth-
Century Japan, University of Hawaii Press, ₁₉₉₃.
・ 柴田寅三郎編『鳩翁遺稿』（刀江書院・₁₉₂₉年）。
・ 柴田実編『石田梅岩全集（上・下）』（清文堂出版・₁₉₇₂年／原版：₁₉₅₆年）。
・ 柴田実著『石田梅岩』（吉川弘文館・₁₉₆₂年）。
・ 柴田実校注『日本思想大系₄₂ 石門心学』（岩波書店・₁₉₇₁年）。
・ 柴田実編『増補 手島堵庵全集』（清文堂出版・₁₉₇₃年）。
75
鎌田柳泓の思想における心学的基盤－『心学五則』を再読する－（森田）
・ Tessa Morris-Suzuki, A History of Japanese Economic Thought, ₁₉₈₉. テッサ・モーリス＝ス
ズキ著、藤井隆至訳『日本の経済思想 江戸期から現代まで』（岩波書店・₁₉₉₁年）。
・ 田原嗣郎著『徳川思想史研究』（未来社・₁₉₆₇年）。
・ 竹中靖一著『石門心学の経済思想 増補版』（ミネルヴァ書房・₁₉₇₂年）。
・ 手島堵庵著・白石正邦編『手島堵庵心学集』（岩波書店・₁₉₃₄年）。
・ 渡辺徹著『本邦最初の経験的心理学者としての鎌田鵬の研究』（中興館・₁₉₄₀年）。
76
大阪学院大学経済論集　第27巻 第 1・2 号
The Basis of Ryuoh Kamataʼs Moral Philosophy 
－ An Intensive Research on “The Five Rules for Shingaku” －
 Kenji Morita
ABSTRACT
Sekimon Shingaku which was founded by Baigan Ishida in the mid 
edo period is well known as the contributor to the social education. The 
school also produced many talented scholars. Ryuoh Kamata who was 
born in Yuasa, Kiinokuni was one of the most impressive philosophers in 
Singaku. Ryuoh was taught orthodox Shingaku by his foster father, 
became a doctor and wrote many books. Using knowledge of the natural 
science from overseas, He made the original theory of evolution and 
psychology.
Ryuoh studied various ﬁelds, but after all the main is Shingaku. In the 
book called “The Five Rules for Shingaku (Shingaku Gosoku)” he wrote 
his moral philosophy for the beginners. We will clarify the basis of his 
thought referring to the history of Shingaku in this paper. After the work, 
we get to know the property of his stoicism that has not attracted 
attention so far.  
Keywords：Economic Ethics; Sekimon Shingaku; Social Thought.
JEL Classiﬁcation Numbers：B₁₉; Z₁₂.
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